
〔

国

語

学

入

門

講

座
〕

古

鮮

入

三量
Eヨ

付

量

平
安
時
代
ま
で

前

き

帥

付

置

き

前

従
来
日
本で
作
ら
れ
た
嘘貯蓄は 、一一一
種
類
に
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
ま
ナ 。

第一
は 、
漢
字
を
読
み
替
、ぎ
する、為に
作っ
た
辞
替
で
あつ
で 、
こ
の
中に

は
漢
字
か
ら
その
日
本
語と
し
て
の
読
み
方
や
窓
味を
知
る
為の
もの 、
或

い
は
日
本
語
を
ど
の
や
う
た
漢
字
モ
昏
表
は
ず
か
を
知
る
為の
もの 、
な
ど

が
あ
り
ま
す 。
第三
は 、
古
詩
歌
語
な
ど
を
理
解
し 、
又
そ
れ
に
基
づ
い
て

歌
文
を
作る
目
的守 、
語
に
解
釈
を
附し 、
い
ろ
は
順
等の
順
序で
配
列
し

た
もの
で
あ
り 、
中
古
以
後
に
作
ら
れ
た
ものぺに
あ
り
ま
す 。
第一一一
は 、
十

六
世
紀
末以
後
に
渡
来し
たヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
が
日
本
語
を
用
ゐ
る
目
的

で
作っ
た 、
日
本
語
↓
ポ
ル
ト
ガ
ル
語 、
又
は
ラ
テ
Y
語
↓
日
本
語
な
どの
辞

書で
あ
り
ま
す 。
こ
の
三
種
類
の
う
ち 、
最
後の
もの
は 、
日
本
人の雪
塁間
生

活
と
直
接の
閣
係は
な
い
もの
台
あ
り
ま
し
た
が 、
今
日
と
なっ
て
見る
と

過
去
の
日
本
語
を
研
究
す
る
上
守 、
前ご
者
に
劣
ら
な
い
重
要
な
価
債
を
持

っ
て
ゐ
る
もの
で
すか
ら 、
こ
の
稿勺
は
以
上
三
者
全
部
に
亙っ
て
概
観
す

る
こ
と
に
致
し
ま
す 。
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築

島

ネ谷

伺

銭
倉
室
町
時
代付

平

安

時

代

ま

で

平
安
時
代
ま
で
は 、
第一
の 、
漢
字
を
読み
書
き
する
為に
作ら
れ
た
辞
書

だ
け守
あ
り
ま
す@
こ
れ
は
シ
ナ
明、
作ら
れ
た
漢
字の
辞
惑
を
手
本に
し
て

作っ
た
もの
で
す
が、
シ
ナ
の
辞
昏
は
種
類
も
数
量
も
多
〈 、
的
字
形
に
よ

せ
っ
ち
ん
ど
〈へ
ん

っ
て
ゆ
領
し
た
もの
(
説
文・
玉
綜〉
等 、
制
意
味
よ
け門
的
バ
扮
沸し

た
も

au

 

の
(
爾
雅)
等 、
付
発
音
に
よっ
て
分
類
し
た
もの
(
切
韻・
広
韻)
等
が

あ
り
ま
す 。
こ
れ
ら
は
大
紙
漢
字一
字
宛
を
項
出
し 、
その
発
音
中
意
味を

註
記
し
た
ものmに
あ
り
ま
す 。
そ
れ
か
ら
又、
集め
た
文
字の
範
囲は 、
或

る
特
定の
嘗
物に
出て
来る
文
字
だ
け
に
限っ
た
もの
で
は
な
く 、
広
く一

般
に一旦っ
て
居
り
ま
す 。
所
が 、
こ
れ
に
対し
て 、
或
る
特
定の
審
物
に
出て

け
ご
ん
ぎ
ゃ
う
お
ん

・来
る
文
字
だ
け
に
限っ
て
説い
た
もの
が
あ
り
ま
す 。
例へ
ば
「
華
厳
経
音

智

い
っ
き
い
・ヨ
牛う均
八
曹

お
ん
ぎ

義一
二
切
経
音
義」
な
ど
が
そ
れ守
為っ
て 、
此の
類
を「
音
義一
と
も
呼

び
ま
す 。
こ
れ
ら
は
夫々
「
翠
厳
経」
「一
切
経一
等
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る

字
句
だ
け
を
取
出
し
て
解
説
を
加へ
た
もの
で
るっ
て 、
一
字の
漢
字
ば
か

りで
な
〈 、

漢
字一

冨古品
上の
漢
詩を
も
多
く
含
ん
で
を
り 、
こ
の
点
明、



門

今
ま
で
述べ
た
もの
と
違
ひ
ま
す 。
し
か
し 、
こ
れ
も
広
い
意
味モ
の
「
務

審」
の
中に
は
含
まぜ
得
る
もの
で
あ
り 、
し
か
も 、
特
に
古
代
日
本の
辞

書
の
発
達
を
考へ
る
上
に
はべ
ど
う
し
て
も
見
逃
せ
な
い
重
要
な
意
味を
持

っ
て
居
る
もの
で
あ
り
ま
す 。

古
代
日
本の
学
聞
は 、
今
日
の
学
問と
は
遼
ひ 、
殆
ど
総べ
て
が、
漢
文

を
読
み、
叉
漢文
を
観
る
こ
と
に
よっ
て
行は
れて
居
た
の
で
あ
り
ま
す .

そ
れ
故、
学
問と一式へ
ば、
漢
字
を
解
説
す
る
為に、
直
ぐ
に
こ
の
字
書
音

義
の
類
が
必
要と
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て 、
A7
述べ
た
や
う
な
諸
寄
も 、

日
本
に
多
く

渡
来し 、
叉
写
さ
れて 、
学
問
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
と
考へ
ら

れ
ま
す 。

所
が 、
と
れ
ら
は一万
来 、シ
ナ
語守
読
む
為
に
作っ
た
もの
で
あ
り
ま
ず
か

ら 、
漢
字
漢
詩の
註
釈は 、
言
ふ
まで
も
な
く

漢
字で
書い
で
あ
る
だ
けで
る

っ
て、
白
木
詩情」
は
書い
て
ない
の
で
あ
り
ま
す 。
そ
れ
故、
こ
れ
ら
の
音

義
を
見た
だけ
で
は 、
漢
字
漢
詩の
意
味は
判
る
け
れ
ど
も 、
そ
れ
に
当
る

日
本
語
が
何
で
あ
る
か
は
分ら
な
い
わ
け
守
ら
り
ま
す。
所で 、
日
本明、
は 、

古
く
か
ら
漢
文
の
「
訓
読」
とい
ふ
こ
と
が
行は
れ 、
漢
学
を
読
解
す
る
時 、

漢
字
一

字
ご
と
に
そ
の
日
本
語の
読
み
を
定
め、
日
本
語の
文
法
に
従っ
て、

漢
文
の
順
序を
転
倒し
た
り、
同
じ
漢
字
を
=
度
読
ん
だ
り
し
て、
漢文
の
学

園
に
副っ
て
読
ま
れ
る
こ
と
が 、
時
代
を
逐っ
て
次
第
に
感
に
なっ
て
来
た 。

そ
と
で 、
訓
読
を
し
よ
う
とす
る
時
に
は 、
ど
う
し
て
も
漢
字
漢
詩
の
日
本

語の
読
み
方
を
知
る
必
要
が
起っ
て
来る 。
九
そ
か
や
う
な
原
因
か
ら 、
漢
字

の
日
本
語
読
み
を
示
し
た
脅
物が
編
ま
れ
初め
た
こ
と
と
恩
は
れ
ま
す 。
最

初の
う
ち
は 、
以
前
に
シ
ナ
か
ら
伝はっ
て
ゐ
た
辞
書
類
を
基に
し
て 、
その

体
裁
に
倣っ
て
漢
文の
註
記を
記
し 、
その
末に 、
例へ
ば「
笛 、
倭一式
布
延」

入会辞古

(
笛 、
倭ニ
戸
ア
エ
ト

云
7〉
の
や
う
に
万
葉
仮
名で
日
本
語の
読
み
方
を

筈
加
へ
た
の
モ
あ
り
ま
し
て 、
後
世の
や
う
に
漢
字
と
仲
骨
令
mじ
書い
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん 。
日
本で
出
来
た
最
初の
音
義
が
何
モ
あっ
た
か
は
不

し
ん
や
〈

け
ご
ん
ぎ
ゃ
う
hm
ん
す
し
き

明市」
す
が、
現
存
最
古の
遺
品
は
「
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記」
=
巻
市」 、
奈
良

時代
末に
作ら
れ
た
ら
し
く 、
延
暦
十
三
年(
七
九
四)
泰に
写
し
た
本で
あ
り

忌
を
ん

ま
す 。
こ
れ
は
シ
ナ
の
学
僧
慧
漣
が
著し
た「
新
訳
華
厳
経
音
義」を
基と
し

その
中に
万
葉
仮
名を
使っ
て
日
本
語の
読
み
方
(
和
訓〉
を
番
加へ
た
会も

の
で
あ
り
ま
す 。
こ
の
害
物は 、
現
在
小
川
陸之
輔
氏の
所
蔵
で、
貴
重
図

をか
だ
よ
し
を

番
影
本
刊
行
会か
ら
写
真
御
製
本
が
出て
居
り 、
岡
田
希
雄
氏の
解
説
が
あ

り

ま

す
(

経訓
H
R

け

民

閥

し

て

は
「

図

語
・

国

交
・

十
一

ノ

三

に

岡

田

氏

の

詣

交

あ

り
)

。

こ
れ
と
同
額の
替
は
奈
良
末
期
か
ら
平
安
初
期
に
か
け
て
多
数
に
作
ら
れ

し
ん
ぎ
や・
3

た模
湾
総
諜町内向
容
易に見得るもの
だけ
E、
信行撲と一哀
悼山

る
「
大
般
若
経
音
義
中
巻
二
巻'石山寺潟 、古典保
存会
復
製〉 、
空
海
撰ご
字

ら
や
う
り
ん
b・
9
ぎ
・0
お
ん
曹

し

占
ん

り
つ
お
ん

す

頂
輪
王
儀
軌
音
義一A弘法大附全然 、大正
翠早大
一摂所一収)
「
四
分
律
音
義」
(図

書
霊園 、岡市冊
目怒号
等
が
ゐ
り
ま
す 。

〈
ん
ち
出
・42

又この
時代には「
訓註一
と
呼ばれるもの
があります。
これは本

文の
漢
字
漢
詩に
施
し
た
註記・
和
訓で 、
或
る
時
は
本
文
中に
割
註で 、
文 、

威
る
時
は
章
段の
最
後に
記
す
もの
で
す』
「
音
義」
と
多
少
違
ひ、
「岸田

義」
モ
は
本
文
が
無
く 、
叉
、

本
文の
作
者とは
別
な
人
が
作っ
た
もの
で
あ

る
の
に
対
し 、「
訓
註」
は
本
文と
共
に
存
し
、
叉 、
本
文と
同
一

作
者
が
書
加

へ
た
もの
の
や
う
勺
あ
り
ま
す 。
古
く

古
事
記
日
本
自世
紀
等
に
も
見ら
れ
ま

に
ほ
ん
り
や
事
い

き

す
が 、
平
安
初
期
に
は
一
日
本
霊
異
記」
が
あ
り 、
板
本に
は
群
書
類
従
木

『H

杢祭典
主惹製) 、
古
写
本
に
は
興
福
寺
本
玉谷町み 、問
主砲
撃 、
前
回
木「下悠
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じ
ゃ
う
憎
い
じ
き
ろ
ん
匂
ゆ
っ
き
己
主
し
や
〈
ぜ
ん
巳
ゆ

のみ， 、隼鰹
一盟量刊複製)
等
が
あ
り
ま
す 。
「
成
唯
議
論
述
記
序
釈」(
善
珠
著)

巴
ほ
ん
か
ん
り
ゃ
う
ろ
〈

①(
日
本
大
積
齢、
大
正
新
修
大
蔵
経
所
収〉
、
一

日
本
感
霊
録
一
(
飯
田酔
書
類
従
所
牧)
②
な
ど

も
その
-

倒守
あ
り
ま
す 。

以
上
申し
ま
し
た
平
安
初
期の
音
義
訓
註
頻は 、
殆
ど
すべ
て
が
仏
教
経

典の
註
釈
穏で
るっ
て 、
そ
れ
を
読
解
す
る
必
要か
ら
作
ら
れ
た
もの
で
あ

り
ま
せ
う
が 、
仏
教
書
と
い
へ
ば
そ
れ
よ
り=
百
年
も
以
前か
ら
伝はっ
て

居た
筈
な
の
に 、
こ
の
頃
に
なっ
て
急
に
か
や
う
な
替
を
盛
に
作
り
始
め
た

の
は
何
故か
と一式へ
ば 、
その
理
由
は 、
色々
考へ
ら
れ
ま
す
が 、
その一

つ
は 、
こ
の
頃
ま
で
は
漢
文
訓
読
を
行っ
た
の
は 、
漢
文
に
通
じ
た
帰
化
人

が
多
かっ
た
け
れ
ど
も 、
こ
の
頃
か
ら 、
漢
文
読
解
力の
弱い
本
邦
人守、

こ
の
方
聞
に
手
を
出
す
人
が
多
く
なっ
た
の
で 、
その
為
に 、
訓
読
すべ
き

日
本
語を一
々
文
字
に
寄
記
す
必
要
が
起っ
て
来た
の
で
は
な
い
か
と
恩
は

れ
ま
す 。
丁
度こ
の
時
代
か
ら
漢
文の
本
文
に
訓
点
を
書
記
す
る
こ
と
が
盛

に
な
り
ま
すの
も 、
こ
れ
と
同
じ

原
因
に
基づ
〈

や
う
に
考へ
ら
れ
ま
ナ 。

こ
れ
らの
香
に
見
ら
れ
る
日
本
語は
主
に
単
語勺
あ
り
ま
す
が 、
平
安
初

期
の
時
代は 、
他に
国
語
資
料
が
極め
て
乏
し
い
時
代
で
あ
り
ま
ずか
ら 、-

国
語
史
研
究
上
非
常
に
貴
重
な
文
献
と
なっ
て
居り
ま
す 。

か
や
う
に 、
日
本で
の
漢
字
註
釈
替
は 、
均つ
音
義訓
註
類
か
ら
作
り
始

め
ら
れ
た
ゃ
う
閉じ
あ
り
ま
す
が 、
や
が
て
シ
ナ
の
字
書
に
倣っ
て 、
狭い
意

ゃ
う
し
a
ん
ご
を
う

と
う
e・3
企
つ
、

味勺
の
辞
書
が
出
現し
ま
す 。
その
最
初は
「
揚
氏
漢
詩
抄」
「
東
宮
骨
臨」

な
ど
で
あ
り
ま
す 。
何
れ
も
原
文は
散
侠し
て
し
まっ
て 、
今
日
で
は
他
蓄
に

引
用し
た
もの
か
ら
僅に
知
り

得
る
だ
け
な
の
で 、
詳し
く
は
分
り
ま
ぜ
ん 。

UF
也
色
申
こ
れ
よ
し

と
の
中「
東
宮
切
韻」
は
菅
原
是
善
(
道
真の
父)の
作 、
承
和
十
四
年
か

ら
嘉
祥
三
年
の
間(八四
七
l

五
O)
の
成
立
と一去は
れ 、
恐
ら
〈シ
ナ
の

一
切
韻」
に
倣っ
て
文
字
を
韻
に
よっ
て
分
け
た
もの
勺 、
そ
れ
に
発
音・

意
味を
註し 、
更
に
万
葉
仮
名で
和
訓
を
嘗
加へ
た
も
の
で
あ
り
ま
す 。

亡
、
比
円
占
化
し
ゃ・
3

-
今

日
完
全に
残っ
て
ゐ
る
辞
設の
最
古の
もの
は
空
海の
「銭
毅 一
万
謀
名

義」
で 、
玉
篤を
抜
悲しJ
築
設
と
隷
脅
ハ
今の
悌帽
魯)
と
を
記し
た
もの

で
あ
り
ま
す
が 、
こ
れ
に
は
和
訓は
あ
り
ま
せ
ん
嘉文援容中に複
製。

し
ん
せ
ん
Mい
き
や・3

こ
れ
に
続い
ズ
出た
の
が「
新
撰
字
鏡」
で
、あ
り
ま
す 。
昌
泰
年
間(八九

し
ゃ
う
g
hW
3

八l丸O
ご
に
僧
昌
住
が
作っ
た
十二
巻の
噛貯
蓄令、
シ
ナ
の
辞
書「玉
篇」

を
参
照し 、
漢
字=
万
余を
集め
て
こ
れ
を
字
形
に
よっ
て
分
類
し 、
漢
文

日じ
発
音
や
意
味を
設
し 、
併せ
て
万
葉
仮
名で 、
和
訓
を
書
加へ
て
あ
り
ま

す 。
こ
の
辞
書
に
は 、
前に
述べ
た
「
日
本
霊
泉
記」
の
訓
註の
和
訓の一

部
が 、
その
まL
取
入
れて
あ
り
ま
す 。
音
義・
訓
註の
類の
和
訓
が 、
辞

書
編集の
為に
利
用さ
れ
た
こ
と
は 、
こ
れ
を
始め
と
し
て
後
に
も
多
くの

例
が
あ
り
ま
す 。

新
撰
字
鏡は
天
治一万
年(
二一一四)
の
写
本
十ご
巻
が
図
書
出張に
保
存
さ
れ

て
居
り 、
大
正五
年
に
その
複製
本
と
和
訓
索
引〈山岡
笠宮博士
号
と
が
刊
行

さ
れ 、
こ
の
大
正
刊
本
は
は
更
に
昭
和
十
九
年
に
京
都
大
学
国
語
学
国
文
学

研
究
室で
校
異を
加へ
て
再
刊
さ
れて
ゐ
ま
ナ 。
新
撰
字
鏡に
は 、
こ
の
他

き
ゃ
う
わ

群
書
類
従
に
収
め
ら
れ
た一
享
和
本」
が
あ
り
ま
す
が 、
由貿
写
年
代
、も
新し

く
内
容
に
も
相
違
が
あ
り
ま
す 。

以
上
述べ
た
音
義・
訓
註・
辞
書の
類
は 、
何
れ
も 、
漢
籍
仏
典
等の
漢

文
を
訓
読
す
る
為に
主
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
もの
と
考へ
ら
れ 、
一員は
ば
漢

文
解
説
用
雲で
あ
り
ま
す
が 、
次
に
述べ
る

議集

繋ア

聖和名
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門

抄」}

は
単
に
漢
文
解

読
の
み
な
ら
ず 、
一

般
的
知
識
を一双
す
為に 、
諸
の
事

物を
分
類
し
て
示
し
た
、

一
震は
ば
百
科
全
書
的
な
辞
書勺
・あ
り
ま
す 。

「
和
名
額
緊
抄一
一は
新
撰
字
鏡に
次
い
日に
箸
は
さ
れ
た
辞
書で、
著
者
は

み
立
も
左
目
し
た
が
ふ

源
服 、
承
平
年
間(九
三
l一一八}

に
醍
醐
天
皇の
皇
女
勤
子
内
親
王
に
奉

っ
た
も
の
で
る
り
ま
す
。

こ
の
辞
書は
分
類
体 、
即
ち
意
味
に
よ
っ
て
語
を

分
ち
、

天
地
部
人
倫
部
等
十
八
部
と
し 、
日
本
紀
私
記 、
本
草
和
名 、
文

選

な
ど
和
漢の
諸
替
を
引
用しつ
つ、
その
各
項
に
漢
文で
註
記
し 、
併せ
て

万
葉
仮
名で
和
訓
を
記
し
た
もの
で
あ
り
ま
す 。
語
袋
は 、
物の
名〈
名
詞)

が
大
部
分明、 、
用
言
や
間
関は
殆
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん 。
先
制問こ
の
嘗
が
百
科
全

書
的
な
も
の
だ
と一
去
っ
た
の
は、
こ
の
点
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま

す。

若
し
専
ら
訓
読
の
為
に
だ
け
役
立
た
せ
よ
う
と
い
ふ
つ
も
り
勺
作
つ
・た

の
だっ
た
ら 、
こ
の
や
う
に
休
言
ば
か
り

で
な
〈

他
に
用
言や
副
詞
な
ど
が

当
然
加へ
で
あっ
て
よ
い
答
だ
と
恩
は
れ
ま
す .

和
名
抄は
最
初は
十
巻
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
ゃ
う
で
す
が 、
間
も
な
く

矯

補
さ
れ
て 、
平
安
末
期
に
は
既
に
二
十
巻
本
も
作
ら
れ
て
居
り
ま
す 。
十
巻

か
り
や

え
き
さ
い

せ
ん
ち
埴
3

本
は
江
戸
時
代の
碩
掌
狩
谷
被
斎
が
諸
本
を
校
出血
し
考
誌
を
施
し
た
「
愛
註

わ
み
や
ヨ
る
い
り
ゅ
う
せ
フ

倭

名

類

緊

抄
」

(
問
治
十
六
年
刊、
夫一
位
十
年
・
昭
和
二
年
に
複
製
、
更
に
昭
和
十
九
年
京
大
国
語

学園
文学
宮室で
複
製)
が
最
も
便
利で
あ
り
ま
す
。

古
写
本
の
中で
は
十
巻
本

の
真
福
寺
蔵
本(
鎌
倉
時
代
き
と
ご
十
巻
本
の
保
阪
氏
蔵
本

怠
笠木
期
写、
高
山
寺

本
と
晶
い
ム〕
と
が
複
製
さ
れ
て
居
向〔
但
し
何
れ

ゑ菜、
前
42

古典
保
存
会、
笠告

は古簡第一彫り
阜 、
又一万
和
三
年〈一
六一
子
に
那
波
道
円
が
刊
行
し
た
古
活
字

版
(
二
十
巻
本〉
が
日
本
古
典
会
集
か
ら
刊
行
さ
れて
居
ま
す 。
又 、
京
大

複
製
本
に
は
精
密
な

仮
名
索
引
が 、
又
日
本
古
典
全
集
に
は
仮
名
及
び
漢
字

索
引
が
附い
て
居て、
和
訓
や
漢
字
を
検
索
す
る
の
に
便
利
爪に
あ
り
ま
す。

入ケItι， 討=古

和
名
類
家
抄
は
平
安
時
代
か
ら
相
当
広
〈

吠に
行
は
れて
ゐ
七
ら
し
く 、

類
緊
名
義
抄 、
色
葉
字
類
抄 、
節
用
集
な
ど 、
そ
れ
以
後の
辞
書
類に
も
大

き
な

影
響
を
与へ
て
ゐ
ま
す。

和
名
抄
に
関
聯し
て
述
ぶべ
き
は 、
本
草
餐
(
薬
学
関
係
書
〉

に
存
す
る

ほ
ん
ぎ
う
b
・0
や
ヨ

和
訓
引に
あ
り
ま
す。

古
く
は
「
本
草
和
名」
(
傑
根
輔
乙、
延
喜
年
間
(
九
O一
l
ニ

い
し
ん
ば
，

三
)
撰
)

か

ら
「

医

心

方
」

(
丹
渡
度
額
、

永
鶴
二
年

九
八
四

探)

な

ど

に

は
、

漢

文

で

解

説
し
た
後
に、
万
葉
仮
名の
和
訓
を
併
記し
た
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す 。
木

草
和
名 .
犯
は
山
田
孝
雄
憾
士
の
一
本
草
和
名
訓
纂
」

〈
五
十
音
引
索
引
〉
が
あ

り

ま

ず
(
本
女
(
寛
政
八
年
刊
本)
と
共
に
、
日
本
古
典

会棋
で
複
製、
医
心
方
也
祭
政
元
年
刊
の

完
本

を
同
本
古
典
品
奨
で
複
製
、
古
写
木
で
は
仁
和
守
木
及
成
貸
堂
女
庫
木
の

複
製
あ
り
)
O

平
寝
中
期
か
ら
院
政
時
代
に
か
け
て
作
ら
れ
た
「
音
義」
の
類の
数
は
相

ち
ゅ-
一ヲ
ぎ
ん

ほ
け
き
ゃ
う
し
ゃ
〈
色
ん

当
に
上
りま

す 。
そ
れ
ら
の
中に
は
仲
算の
「
法
華
経
釈
文」
の
や
う
に 、

註
釈
を
全
部
漢
字
だ
け
で
奮い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が 、
仮
名
で

和
訓
そ
嘗

添へ
た
の
も
相
当
に
あ
り
ま
す。
その
仮
名
も
、

今ま
で
の
や
う
に
万
葉
仮

名
ば
か
り
で
な
く 、

他に
草
仮
名の
もの
な
ど
が
作
り
始め
ら
れ
ま
す 。

し
ゅ
ゃ
f
を
う

宇
多
天
皇(八六七l九
三)
自
筆の一
周
回知抄」
は
音
義よ
り
も
寧
ろ
訓
註に

近
い
もの
守 、
周
回勿
(
易
経〉
の
中か
ら
字
句
を
抽
出
し 、
所々
に
万
奨
仮

名・
草
仮
名で
和
訓
を
設
し
た
、もの
で
あ
り
ま
す〈脅字木大成・
脅遺
書却に複製

ふ
菅
ほ
ら
司
き
ん
た
晶

r
い
ほ
ん
己
や
き
ゃ
う
匂
せ-
9-

あ
り〉
。
こ
の
他 、
藤
原
会
任
の
「
大
般
若
経
字
抄
」
(
長
室一
年
二
六
四
写)

@ ‘

ほ

け

き
ゃ
う
た
ん
じ

法
華
経
の
中
の
女
学
を
集
め
た
「
法
華
経
単
字」

良
延
二
年
二
三
穴
写、
資
霊

園
舎
影
本
刊
行
会
復
製
、
高
一勿
五
郎

氏

。

漢

字
削同
名
索
引
あ
り
)
、

承

暦

三

年
(
一

O
七
九
}

に

写

こ
ん
〈
b・
2
a
ゃ
う
さ
い
し
よ
う
b・
3
ぎ
ゃ
う
お
ん
曹

し
た
「
企

光
明

最
勝
王 ー
経
音
義」

な
ど
が
あり
ま
す
。
最
後の
書
で
は 、

仮
名
が
万
葉
仮
名で、
し
か
も
清
音
濁
音
を
養
分
げ、
そ
の
上 白ア
グ
セ
γ
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ト
を一
双
・す
声
点
さ
へ
多
く
附
せ
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。

叉
少
し
時
代
は
下
り
き
す

〈
し
や
ろ
化
泊
A
哲
也
5

が
「
倶
舎
論
音
義
抄
一
(仮
割問、
金
遺
文
庫
孫、
貞
曜時
二
年
=一
二
三
採)
と
い
ふ
告
も
伝

は
っ
て
ゐ
ま
ず。

こ
れ
ら
は
何
れ
も
本
文の
順
に
漢
字
を
並べ
た
もの
で
す

が、

更
に
そ
れ
を
辞
書の
体
裁に
倣
?
で
並べ
変へ
た
もの
が
あ
り
ま
す 。

「

時雲
間」
(

察 、
不
安
末
期
第、
古
典
保
存
会

号 、

高
野
山
正
智
院
-

金
沢
文

ほ
げ
き
ゃ
う
お
ん
ぎ

政・
東
大
国
語
研
究
室・
久
原
文
庫
等
に
蔵
す
る
夫h
累
積の「
法
華
経
音
義」

な
と
何
れ
も
と
の
類
で
あ
っ
て
、

何
れ
も
片
仮
名で
字
音
を
示
し
た
だ
け
の

し
ん句、
ョ

も
の
で
あ
り
ま
す 。
又 、3心
空
が
応
安
三
年円
三一七O)
に
史
成し
た一
法
華

経
音
義」
も
こ
れ
と
同
類の
警で
す
が 、
こ
れ
は
同
人の
至
徳
三
年(一=一八

さ
刊
「

邸内艶態別
抗一

と
共
に
日
本
古
典
全
集で
複
製
さ
れ
て
ゐ
るの
で
容

易に
見
ら
れ
ま
す
今

茸叫」
は
覚

書法H
影
本
刊
行
会
で

丘暗
号。
音
義
の
類
は
外
に

も
多
数
あ
り
ま
す
が、
信
瑞
「
浄
土
三
部
経
音
義
集」
(
嘉
穂
二
年一
二
三
さ

を
挙
げ
る
に
止
め
て
置
き
ま
す。

に
限
ん
し
よ
き
し
き

「
点目
義一
の
一

種
に
数
ふべ
き
もの
に
な
ほ
「
日
本
書
紀
私
記一
が
あ
り

ま
ず。
平
安
初
期の
書
紀
の
譜
第の
時
に
作ら
れ
た
もの
で
、

その
訓
読の

用
語
を
万
奨
仮
名目に
記
し
た
もの
で
す
が 、
他の一-
般の
訓
読
用
語と
は
異

っ
た
点
が
あ
り
ま
す 。
古
写
本
四
種
が「

穏
国
史大
系
」に
収
め
ら
れ 、
又

そ
の
中の
一

本
た
る
応
永
本
は
古
典
保
存
会
か
ら
も
出
て
ゐ
ま
す ・

以
上
述べ
た
音
義
類
は
殆
ど
すべ
て
特
定の
書
物〈
主
に
仏
教
審〉
につ
い

て 、
その
字
句の
音
と
訓
と
を
述べ
た
もの
で 、
その
害
物の
諮
読
或い
は

読
請の
際
に
参
照
さ
れ
た
もの
と
考へ
ら
れ
ま
す。

た
ど
こ
れ
ら
に
は
趨
ま

っ
た
索
引
の
類
も
未
だ
殆
ど
刊
行
さ
れ
て
居
な
い
為に
、

国
語
研
究
資
料
と

し
て
周
ゐ
る
に
は
十
分
に
便
利で
は
る
あり
ま
せ
ん 。
叉
その
中の
語
奨の
種

績
も
多
く
は
訓
読
の
用
語
℃
、

次
に
述
べ
る
煩
楽
名
義
抄
の
詑
奨
の
範
囲
を

超
え
る
こ
と
は
殆
ど
無
い
や
う
日に
あ
り
ま
す。

-

V命
、一
己
夕
、，
a
ゃ
うV
を
う

一

勝
熟
名
義
抄
」
(
略
総「
名
鶴
一世)
は
古
辞
曹
の
中
市、
長
も
重
要
な
も
の

の

一
つ
で
ゅの
り
ま
す。
と
言
ふ
の
は 、
こ
の
辞
惑
は
そ
の
時
ま
勺
に
伝は
っ
た
主

な
音
義
辞
書
及
び
訓
点の
語
援の
集
大
成
と
も
見
るべ
き
もの
だ
か
ら
で
あ

り
ま
す。

玉
篇
に
倣
っ
て
百
二
十
の
部
首
に
分
け、

漢
字
を
字
形
に
よ
っ
て

分
類
し
、

各
字の
下
に
仮
名
で
音
訓
を
註
し
て
あ
り
ま
ず。

原
形は
久
し
く

不
明
で
あ
り
ま
し
た
が 、
近
年
宮
内
庁
警
陵
部
で
平
安
末
期
の
古
写
本
(
零

本、

同
庁
で
複
製〉

が
発
見
さ
れ
た
為
に
次
の
や
う
な
色
々
な
事
情
が
判
明

し
ま
し
た
。

即
ち
材
糾
は
広
く
和
漢
の
辞
書
や
音
義
や
訓
点
本の
傍
訓
な
ど

か
ら
集
め
ら
れ
た
もの
で
、

成
立
年
代
は
十
二
世
記
の
頃 、
編
者は
法
相
宗

関
係の
僧
侶
と
想
像
さ
れ
ま
す 。
編
輯
方
針は
引
用
原
本
に
相
当
忠
実で
あ

る
ら
し
く、
漢
文の
註
記
も
その
ま
hA
転
載
し、
引
用
原
本の
名
を
多
〈
記

し
て
る
の、
そ
の
中
に
は
逸
曹
が
非
常
に
多
数
あ
り
ま
す。

原
本
市に
万
葉
仮

名の
もの
は
ハ
和
名
抄
な
ど)

も
との
遜
ふり
万
葉
仮
名
で
、

叉、

も
と
片
仮

名
だ
っ
た
もの
(
訓
点
本の
傍
訓
な
ど〉
は
その
ま
L
片
仮
名で
、

書
い
て

あ
る
為
に、
こ
の
本の
和
訓
は
万
葉
仮
名
と
片
仮
名と
が
混
在
し
た
珍
し
い

表
記
法
と
なっ
て
居
り
ま
す 。

こ
の
由閣
は
編纂
後
聞
も
な
〈
大
治
訂
が
行
は
れ 、
引
用原
典の
名
称
や
漢

文の
註
記
は
殆
ど
省
略し、
又
従
来は
漢
字一
字の
み
な
ら
ず=
字
以
上の

熟
語
が
多
か
っ
たの
を
多
く
削
り 、

新た
に
漢
字
そ
補
ひ
、

叉
万
魂
仮
名
を

庖し
て
片
仮
名
に
統一
し
て
函
目
を一
新し
ま
し
土 。
こ
の
新
形
式の
類
に

は
写
本
が
数一
種
知
ら
れて
を
り 、
その
中で
東
寺
観
智
院
蔵
本は
首
尾
完
備

し
た
鎌
倉
中
期の
写
本で 、
写
真
複
製
吾鐙悶容
器雲)
友
び
凸
版
複
製
吉
本
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門

古
典
全集
が
あ
り 、
日
本
古
典
全
集
中
に
は
更
に
康
照
字
典
順の
漢
字
索
引

苗字の
き
と
仮
名
索
引
と
が
あっ
て 、
語の
検
出に
便
利
漢
字
や
勺
あ
り
ま

す 。
古
写
本の一
っ
た
る
高
山
寺
本
も 、
伴
信
友の
影
写
本
が
複
製
さ
れ 、

仮
名
索
引
を
附
せ
ら
れた
もの
が
京
大
の
「
国
語
国
交」
の
別
加と
し
て
刊

行
さ
れて
ゐ
ま
寸。

類
家
名
義
抄の
材
殺
は
上
述の
や
う
に
多
〈
は
漢
文
訓
読
関
係の
文
献モ

す
が、
当
時の
訓
読の
用
語は
日
常
会
話
語と
比べ
る
と
少
し
ば
か
り
隔
り

が
あっ
允
もの
で 、
例へ
ば
日
常
会
話
誇で
よ
〈
用
ゐ
る
「
い
み
じ」
「お

ど
ろ
お
ど
ろし
」

な
ど
の
語
は
訓
読
に
は
用
ゐ
ら
れ
ず、

従
っ
て
名
義
抄
に

は
見
え
ぬ
もの
勺
るっ
て、
こ
の
程の揖聞は
他に
も
相
当
に
あ
り
ま
す 。

名
義
抄は
誇
繋
資
料・
辞
書
史
資
制材
と
し
て
比
類
ない
重
要
性を
有ず
る

ば
か
りで
な
く 、
国
語
音
韻
史
上
で
も
亦
必
要
な
文
献
勺
ゆめ
り
ま
す 。
就
中

仮
名
に
附せ
ら
れた
声点は
当
時の
ア
グ
セ
シ
ト

を一訴
す
も
の
で 、
こ
の
符

号
は
他の
文
献
に・も
少
〈
は
な
い
け
れ
ど
も 、
体
系
的
に
調
査
し
得
る
点で

は 、
こ
の
替の
布
に
出る
資
料
は
無い
の
勺
あ
り
ま
す 。

類
豪
名
義
抄
と
並
ん
で
重
要な
書
物は 、
同
じ
〈

平
安
末
期
に
作ら
れた

-
ろ
3
U
ゐ
仰
を
5

、
、

「
色
漢
字
類
抄」で
・あ
り
ま
す 。
従
来の
辞
書
が
漢
字の
形
や
音
や
窓
味な
ど

を
基
に
し
て
分
類し
て
居
交
の
に
対し
て 、
こ
の
警
は 、
国
語を
基に
し
て

分
類し
て
ゐ
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴勺
あ
り
ま
す 。
即
ち、
国
語の
最
初の

仮
名
に
従っ
て
全
体
宏
イロ
ハ
の
四
十
七
都
に
分
け 、
次
に
その
各
部
を
天

象・
地
儀・
植
物
等
に
分
類し
て 、
該
当
す
る
国
語
を 、
「居間4
3

よ
「
古

fzh」
の
如
く 、

漢
字
と
共
に
示
し
た
もの
モ
ら
り
ま
す
(
但
し-
郊
に
は

字
音
語
も
含
み
ま
す) 。
今
ま
で
辞
書
は 、
大
低
漢
文を
読
むた
め
に
作ら
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
が 、
こ
の
辞
書
は
逆
に、
漢
字情」
国
語の
文
章を
嘗
〈

時

入:It 伝4・辞官

に 、
どの
や
う
な
漢
字
を
周
一ゆ
る
か
を
知
ら
う
と
す
る
時 、

国語の
発
脅
か

ら 、
そ
れに
当
る
漢
字
を
見
出
す
為 、
に
編
纂
さ
れ
た
もの
と
考へ
ら
れま

す ・
か
や
う
な
種
類の
辞
書の
中で
は
本
書
が
最
古の
もの
の一
つ
で
あ
っ

て 、
体
裁の
上
か
ら
も 、
叉
所
収の
誇
奨の
上
か
ら
も 、
後
代の
節
用集
な

ど
に
与へ
た
影
響は
相
当
大
きい
と
考へ
ら
れま
す ・

色
奨
字
類
抄
に
は
伝
本に
異
聞
が
多
く 、

ω
二
巻
本 、
例一一一
巻
本 、
付
十

巻
本に
大
別
さ
れ
ま
す
が 、
州wは
ω
の
繋
理
本で 、
天
養
治
承の
頃(一一
回

た
ち"
な
円
た
だ
か
ね

回

Jm七
に
橘
忠
兼
が
編
輯
し
た
も
の 、
付
は
鎌
倉
時
代
の
増
補

で
・あ
り
ま
す 。
複
製
本に
は 、
例の
類に
前
回 一本〔館経悶叢
君 、
黒
川
本

(古典傑存
さ
が
あ
り
ま
す 。
前
田
本は
鎌
倉
時
代
初
期の
食
京
な
写
本
で
す

が
惜
し
い
こ
と
に
上
下の
ご
巻
だ
け
守
中
巻
の
全
部と
下
巻
の一
部
と
が
欠

けて
ゐ
ま
す 。
黒
川
本は
江
戸
時
代の
写
し
で
す
が 、
前
回
木
と
は
同
系
統

で
あ
り 、
上
中
下三
巻
が
完
備し
て
ゐ
る
の
で
前
岡
本に
無い
部
分
が
補へ

ま

す。
抑制
製
本
に
は
山
田
孝
雄
博
士の
「
色
奨学
類
抄
孜
略一
が
添へ
ら
れ

て
居
り 、
委
曲を
尽
し
た
解
説
が
ゆめ
り
ま
す 。
叉
十
巻
本の
流
布
本
に
は
正

宗
教
夫
氏の
謄
写
版
複
製 、
及
び
そ
れそ
縮
写
し
た
日
本
古
典全
策
本
が
あ

り
ま
す(
十
絵
本
は
「
伊
呂
波
字
類
抄」
ι
守
主
ま
す)。

色
薬
学
類
抄
の
単
語は
名
義
抄
よ
め
も
範
囲
が
広
く 、

名
義
抄
で
は 、
大

体
漢
字一
字
で 、
漢
女
訓
読
誇
棄
に
限ら
れて
ゐ
た
の
に
対し 、
こ
れに
は
固

有
名
詞 、
二
字
以
上の
熱
語 、
及
び
漢
文
訓
読
以
外の
日
常
語
な
ど
も
相
当

に
あ
る
の
だ 、
漢
字
を
含
む
国
語
国
文の
研
究 、
殊
に
院
政
期
の
説
話
文
学

等の
研
究に
は
有
益
な
場
合
が
多い
の
だ
あ
り
ま
す 。

最

絵日脚ザ」

可快感
引」
は
共に
色
奨
学
類
抄
と
同
じ
系
統の
き

叉
同
じ
体
裁で
あ
り 、

. -
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一
L
節
用
文
長

節
用
文
字
の
祖
本
l一
↓
世
俗
学
般
抄
L
色
業
字
類
抄

の
や
う
な
関
係
と
考
へ
ら
れ
て
居
ま
す
④ 。
世
俗
字
類
抄
は
写
本
だ
け
モ
複

製
本
は
あ
り
ま
せ
ん 。
節
用
文
字
は
鎌
倉
時
代
の
写
本
亘

書苧文庫
都議
き

が

古
典
保
存
会
勺
複
製
さ
れ
て
ゐ
ま
す。

同
鎌
倉
室
町
時
代

む
き
ゃ
う
じ
き
や-3
し
ふ

鎌
倉
時
代
の
作
と
考
へ
ら
れ
る
辞
書
に
「
字
鏡」
「
字
鏡
集」
が
あ
り
ま
す。

せ-そ
ん
口
巴
き
ゃ
う

「
字
鏡」

は
「
世
尊
寺
字
鏡」
と
も一去
は
れ、
東
洋
文
庫
に
鎌
倉
時
代
の
写
本

二
加
が
ら
り
ま
す(
貴
重
岡
容
影
本刊
行会で
複
製)。
漢
字
を
字
形
(
劉)
で
分

類
排
列
し
た
も
の
で、
新
撰
字
鏡
や
類
緊
名
義
抄
と
同
類
で
あ
り
ま
す
が、

漢
字
は
殆
と
一

字
だ
け
で、
そ
の
下
に
片
仮
名
(
万
葉
仮
名
も
少
#
あ
り
)

勺
字
音
や
和
訓
を
記
し
て・
あ
り
ま
す
@

零
本
で
す
が
訓
が
著
し
〈
豊
富
で、

巴
き
ゃ
う
し
ふ

誇
奨
史・
音
韻
史
上
有
益
と
考
へ
ら
れ
ま
す。
「
字
鏡
集一
一
も
こ
れ
と
同類

の
警
守、
菅
原
為
長
の
編
と
伝
へ
ら
れ、
漢
字
を
偏
傍
に
よ
っ
て
分
け、
更

に
偏
傍
を
天
象・
地
儀
等
に
分
っ
て
あ
り
ま
ず。
写
本
に
寛一
万
本、
応
永
木、

白
川
本
な
ど
が
あ
り
ま
す
が、
複
製
本
は
未
刊
で
す。
た
ど
野
口

恒
章
氏
が

こ
の
三
本
を
校
合
し
た
凸
版
刷
の
本(和
訓
索
引
録
日付)
が
あ
り
ま
す
が、
編
纂

者
が
手
を
加
へ
て
あ
る
の
守 、
国
語
資
料何
と
す
る
に
は
少々
危
険
な
こ
と
が

あ
る
ゃ
う
で
す。

'a
ゃ
う
ご
き

鎌
倉
時
代
初
期
に
出
来
た
「
名
諾
記
」
は
建
治一
元
年(
一
二
七
五)
に
史
成
L.

稲
荷
法
橋
経
尊
の
警
で、
自
筆
本
が
現
存
し
て
ゐ
ま
ず。
第
一

音
節
と
第
二

音
節
と
を
い
ろ
は
順
に
並
べ
た
も
の
で、
語
源
解
釈
が
多
く、
叉
文
法
学
史

の
点
か
ら
も
注
意
さ
れ
る
も
の
{に
あ
り
ま
す(
複
製
鶴一刻
な
と。

ひ
ゃ
う
た
巳
ゐ
円
ぜ-3

同
じ
く
鎌
倉
時
代
の
成
立
と
考
へ
ら
れ
る
「
平
他
字
額
抄一
は、
上
巻

で
は、
先
づ
天
象・
地
儀
等
の
十
三
部
に
分
ち、
そ
れ
を
平
声
と
他
声
(
上

声
会
声
入
声
)

と
に
分
け
て、
そ
の
項
目
毎
に
語
を
い
ろ
は
順
に
並
べ
て
あ

り、
叉
下
巻
で
は、
漢
字
を
訓
に
よ
っ
て
い
ろ
は
四
十
七
字
に
分
っ
て
並
べ

-bい
も
の
℃、
色
漢
字
類
抄
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す@
国
語
か
ら
そ
の
漢
字

の
平
氏
を
知
る
為
の
辞
書
で、
漢
詩
を
作
る
時
の
参
考
に
用
ゐ
ら
れ
た
も
の

と
考
へ
ら
れ
ま
す
長

壁色調従に
品川
牧)。
室
町
時
代
文
明
年
間(一
四
六
九
l八
七)

し
んい
ん
し
ふ

頃
の
作
ら
れ
た
か
と
言
は
れ
る
「
新
韻
集」
も
同
じ
役
に
立
つ
番
で、
平
他
字

類
抄
の
下
巻
と
同
体
裁、
著
者
は
万
里
集
九
℃、
そ
の
自
筆
本
か
と
思
は
れ
る

阿
波
国
文
庫
蔵
本
が
白
木
古
典
会
集
か
ら
刊
行
さ
れ
て
ゐ
ま
す。

話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
と
の
臨
り
が
少
く、
叉、
古
語
に
関
心
を
払
ふ
こ

と
が
少
か
っ
た
時
代
は
平
安
中
期
で
終
結
し
て、
平
安
末
期
か
ら
以
後
は
言

文
二
途
に
別
れ、
古
語
尊
重
の
意
識
が
強
く
な
っ
て
来
た
の止に、
歌
学
の
方

で、
笠間
や
古
蓋聞
を
解
説
し
た
辞
書
が
現
は
れ
ま
す

よ
覚
の
「

訴

集長

や
hy
-BA
せ
う

(町
久
七年
二
九穴
成主回
ム)
や
服
徳
院
の
「
入
雲
御
抄」
は
歌
学一
般
を
述
べ

た
著
書
で
す
が、
そ
の
中
に
語
奨
を
意
味
に
よ
っ
て
分
類
し
て
語
義
を
解
い

せ
ん
げ
ん
せ・3

穴
部
分
が
あ
り
ま
す。
い
ろ
は
順
に
並
べ
た
も
の
に、
長
慶
院
の「
仙
波
抄」

る
い
じ
げ
A
ご
苧フ

佐一
源
の
「
類
字
源
諾
抄」(
元享二
年一コ一二
三
の
や
う
な
源
氏
物
語
の
註
釈
香1

も
しm凶
作、
さ

し
ゃ
う
ざい
し
晶
む
ご
ん
を
ヨ

及
び
「
議
塩
草」「
匠
材
集」
「
無
言抄
」
な
ど
が
あ
り
ま
ナ 。

こ
れ
ら
の
書
物
は 、
当
時
の
学
者
た
ち
が、

ど
の
や
う
に
解
釈
を
し
て
ゐ

た
か
と
い
ふ
問
題
の
研
究
に
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
て、
今
日
@
語
釈
に
は
必

ず
し
も
直
接
に
役
立
つ
と
は
限
ら
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
ず。

室
町
時
代
は
通
俗
の
辞
書
が
多
く
作
ら
れ
た
時
代
で
、

こ
の
時
代
の
辞
議
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を 、
付
国諮問の
音で
引
く
もの 、
伺
漢
字の
韻守
引
〈
もの 、
伺
漢
字の
字

形で
引
く
もの 、
帥
分
類
休の
もの 、
に
分
け
る
ζ
と
が
出
来ま
す@

を
つ
孟
量
し
か

第一
に 、
国
語の
音
で
引
く
もの
は
「
節
用
集」
の
@
績
が
あ
り
ま
す 。

こ
の
原
著
者
は
未
詳で
す
が 、
開
宗の
僧と
思
は
れ 、
室
町
時
代の
中
頃
に
作

ら
れ
た
ゃ
う
で 、
その
後 、
多
くの
人々
に
よっ
て
増
訂
さ
れ 、
その
結
果

今
日
に
見
ら
れ
る
や
う
な
種々
の
異
本
が
出
来
上っ
た
もの
の
ゃ
う
で
あ
り

ま
す 。
漢
字
を
用
ゐて
文
を
綴
る
時
に 、
国
語の
発
音
か
ら
漢
字
を
求
め
る

目
的
勺
作ら
れ
允
もの
と
思
は
れ
ま
す 。
先づ
全
休
を 、
語の
最
初の
仮
名

に
従っ
て
「
い
ろ
は」
に
分
ち 、
更
に
各
市慣
を
天
地 、
時
候
等の
門
を
分
け

て 、
そ
れ
/\
の
所
周の
誇
を
漢
字
勺
列挙し
そ
れ
に
片
仮
名の
綴
仮
名を

附し
た
もの
で
「
色
薬
学
類
抄」
と
同
体
裁で
あ
り
ま
す
。

異
本
が
非
常
に

多い
の
勺
ナ
が 、
巻
頭の
誇
奨
に
よっ
て
内
容の
性
質
まで
も
区
分し
得
る

い
ん
E
E
ん

い

せ

ぽ
ん

い
阻
ゐ
ほ
ん

の
台 、
そ
の
巻
頭の
誇
を
取っ
て 、
付
印
度
本 、
科
伊
勢
本 、
同
乾
本の
三

種
に
分
け
ら
れて
ゐ
ま
す 。
複
製
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
もの
数
種
だ
け
に

〈
ろ
も
z
居
ん

触
れ
て
置
き
ま
す
と 、
ハ円
印
度
・本
?
は
前
国
家
蔵の
黒
本
本(縛純
一閣議
刊) 、

い
き
ゃ
う
し
ふ

て
ん
し
予
う
口

約
加
織
味で

は
帝
国
図
書
館
蔵の
伊
京
集(開館複製品)、
岩
崎吋〈
底
蕨
天
正
十

ま
A
τ
i
，
や
阻
ん

八

年

本
(
実
一血
十
八
年
よ
り
少
'
往
年
内
刊、
貨
霊
問
客
形
木
刊
行
会)
鰻
頭

屋

本(
古
刊
本

珍
害
保
存
会一複
製)
、
同
乾
本
明」

は
日
初
林
本(院
長
二
年
刊、
白
木
古
典

金融)
が
あ
り
ま
す
。

え

ん
こ
ち
し
ん
し

ょ

叉
こ
れ
ら
と
別
に「
漏
故
知
新
書」
な
る
寄
が
尊
経
閑
叢
刊で
複
製
さ
れて

ゐ
ま
す
が 、
こ
れ
は
休
裁は
節
用
集
式で
す
がい
ろ
は
順
守
な
〈

五
十
音
順

う
ん
措
い
ろ
ほ
し
ふ

に
なっ
て
ゐ
ま
す 。
又
「
運
歩
色
葉
集」
は 、
最
初の
仮
名
に
よっ
て
い
ろ

は
四
十
四
部
に
分
け
た
点
は
節
用
集と
同
じで
す
が 、
そ
れ
以
上
分
類
体
を

用
ゐ
て
ゐ
な
い
の
が
特
色
柄、
ナ 。
天
王
十
六
1

七
年(一
五八八l八九V
の
成
立

守
、

謄
写
版
翻
刻
に
刈
谷
文
庫
本、
京
都
大
学
本
が
あ
り
ま
す。

し
ゅ
ん
ぶ
ん
い
ん
り
や
〈

漢
字の
韻
か
ら
引
く
もの
に
は一
家
分
韻
略一
が
ら
り
ま
す 。
虎
関師

練の
箸で 、
漢
詩
を
作る
便
宜の
為
に 、
漢
字
を
平
上
去
入の
韻守
分
け 、

古

開
設の
字
を
更
に
乾
坤 、
時
候 、
気
形
以
下
十二
門
に
分
けて
その
下
広
註

門入舎苦手

や
和
訓
を
附し
た
もの
明、
あ
り
ま
す 。
作
詩の
際
に
もて
は
や
容
れて
屡・4

版
を
重
ね
た
も
の
勺
あ
り
ま
ナ。

b

f
i
ん

漢
字の
字
形か
ら
引
く
もの
に
は
「
和
玉
篤」
が
あ
りま

す 。
多
〈の
異

本の
中台
塵長
年
間二
五九六l一
六一
五)の
古
活
字
版の
刊
本
が
日
本
古
典

全
集モ
複
製
さ
れて
ゐ
ま
す 。
全
体
を二
百
余の
部
首に
分
ち 、
その
音
と

和
訓
と
を
片
仮
名で
記し
て
あMJH

け 。

最
後
に
、

分
類
体の
もの
は
「
下
学
集」
明、
あっ
て 、
文
安一
万
年〔一
四
四
回V

に
東
麓
破
納
な
る
人
が
署し
た
もの
で 、
天
地
門
時
節
門
等の
十
八
門
に
分

け 、
各
門
に
漢
字
を
項
出し
漢
文で
註を
附し 、
その
よ
み
方
を
片
仮
名明、

一
双
し
先
もの
℃
ら
り
ま
す。

元
和
三
年〈一
六一

ぎ
の
版
が
亀
井
孝
氏の
校
定

に
よっ
て
岩
波
文
庫
に
活
字
化
さ
れ、
叉
最
近
そ
の
索
引(森田容
量)
が
国

語
学
資
斜の
中に
収
め
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た 。

と
ん
え
う
し
ふ

こ
れ
と
類
似の
分
類
休
嘘貯
蓄
に「
頓嬰
集一
(
恩師国ι住んだ俗m帽の撲か 、南北

き
つ
む
や
き
し
ふ

翌品
町
初
頃
棟、
古
典
保
存
曾
縫
製)「
撮
践
集」(
管
支
鮮
様、
事
億
二
四
五一
丁
五
五
五
重恥)

る
い
じ
ふ
も
ん
巴
せ
る

及
び
「
類
祭
文
字
抄
」
(
窓
町
期
成)
E
の
二
番
共

聾昨
書
類
俊
一尉
欣)
が
あ
り
ま
す。

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
けて
は 、
右の
や
う
な
諸
種の
嘘貯
蓄
が
広

く
行
は
れ
まし
た
が 、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
日
本
人の
手
守
編纂
又
は
刊
行
さ

れ
た
もの
勺
あ
り
ま
す 。
こ
れ
に
対し
て
「
キ
リ
シ
タ
ソ
物」
と
呼
ば
れ
る

一
一類
が
あっ
て 、
当
時
布
教の
告に
渡
来し
た
カ
ト
リ
ツ
グ

宣
教
師
た
ち
が

編
纂
刊
行
し
た
書
物
が
あ
り
ま
す。

こ
れ
に
つ
い
て
は
本
誌
第
十
一

瞬の
入

門
講
座の
池
上
先
生
の
懇
切
な
御
解
説
に
譲
り
ま
す
が 、
辞
書
関
係の
もの

ヒ
つ
阻

む
し
孟

だ
け
=
三
申
し
述
べ
ま
す。
と
の
中、
「
日
葡
辞
書」

(
J1
8
与
巳
SM
O

RY

ロ
ロ同OW
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O

bv
オ匂'

anJU
Z
λ

三
年
長
崎
刊
行で 、
後
にF
宮ロ
』VMW伺弘田
が
その
ポル
ト

ガル
語の
部
分
を

ー
も
ふ
つ
匂
し
ょ

フ
ラ
Y
ス
語
に
翻
訳し 、
若
干の
補
訂
を
加へ
て一
日
仏
辞
嘗」
(ロ
笠間0・

EM
B
E旬。ロ包ml司窓口町払
る
と
し
て
パ
リ
で
刊
行し
た
もの
が
ら
り
ま

す 。
日
仏
辞
書
は
最
近
土
井
忠
生
博
士
の
閥解
説
を
附し
て一
誠
堂
書
底で
複

109 



製し
ま
し
た
が 、
研
究
上
誠
に
便
益
の
大
きい
も
の
で
あ
り
ま
す ・
又 、
一

ら
ほ
に
ち
U
E
ん

ー

五
九
五
年
天
草
学
林
刊
行の
「回線
葡日
辞
典」
を 、
一八
七
O
年
にロ
1
7

2
羅

mzm列~と
し
て
刊
行し
た
も
の
が
ら
り
ま
す
露日
間真は昭和二十四年

ι
曹艶) 。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
外
国
人
宣
教
師た
ち
の
日
本
語
習
得
の
為
に
作

ら
れ・に
も
の
で
す 。

L、
、
え
ふ
し
ふ

同
じ
キ
リ
シ
タ
γ
物の
辞
書の
中日℃
も
「
落
葉
集」
は
日
本
人
の
為の
も

の
モ
あ
り
ま
す 。
-
九
五
八
年
に
イエ
ズ
ス
会か
ら
発
行
さ
れ
た
も
の
守 、

「
本
編」「
色
薬
学
集」「
百
官
国
尽」「
小
玉
踊」
の
四
篇か
ら
成
り 、
「
本

編」
は
字
音
か
ら
字
形
と
字
訓
を
求め
る
為の
も
の 、
「
色薬
学
祭」
は
字

訓
か
ら
字
形
と
字
音
と
を
引
く
に
供
す
る
もの 、
一
小
玉
篇」
は
字
形か
ら

字
音
と
宇
訓
と
を
引
〈
に
用
ゐ
ら
れ
る
も
の
で 、
全
体
と
し
て
統
合
的
に
な

っ
て
ゐ
る
辞
曹
と
し
て
注
目
すべ
きで
あ
り
ま
ナ 。
最
近 、
高
羽
五
郎
氏の

「
国
語
学
資
料」
に
収
め
て
刊
行
さ
れ
て
ゐ
ま
す 。

室
町
時
代の
辞
替の
需
品泌
がど
の
や
う
な
性
絡
の
も
の
〔に
あ
る
か
に
就い

て
は 、
未
だ
殆
ど
解
明
さ
れ
て
唐
り
ま
せ
ん
が 、
当
時
と
し
て
の
現
代
誇
ば

か
り
モ
な
く 、「

古
諾一
と
見
倣
さ
かて
ゐ
た
も
の
も
相
当
含
ま
れ
て
ゐ
る
だ

ら
う
と
考へ
ら
れ
ま
す 。

こ
れ
ら
の
辞
替
を
見
渡
し
て
考へ
る
と 、
当
時の
語
家の
全
貌
が
知
均

得

る
ば
か
り
mに
な
く 、
又 、
下
単
集
等
の
漢
文の
註
記
や 、
仮
名と
漢
牢
と
の

関
係
や 、
日
葡
仏
辞
替の
ポル
ト
ガ
ル
語
ハブ
ラ
シ
ス
語〉
の
訳を
見る
と

その
語
録の
意
味を
知
る
こ
と
が
出
来、
又 、
仮
名
やロ
ー

マ
字
の
綴
り

方

か
ら
は
当
時の
発
音
を
知
る
よ
す
が
が
得
ら
れ
ま
す 。
室
町
時
代の
辞
書
は

分
量
も
多
く 、

方
面
も
多
種
多
様
で
あ
る
為
に 、
誇
奨の
数
が
多
く 、
当
時

の
文
献
を
解
読
す
る
の
に
役
立つ
ば
か
りで
な
〈 、
江
戸
時
代
語の
研
究 、

さ
て
は
遡っ
て
中
世話
中
古
語
古
代
語の
研
究に
も
重
要な
手
助
け
を
す
る

も
の
モ
あっ
て 、
今
後
益h
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す 。
就
中 、

漢詩
や
固
有
名
詞の
読
み
方
につ
い
て
は 、
鎌
倉
時
代
以
前の
資
批判は
極め

て
僅
な
の
勺 、
こ
の
点
「
落
濃
集」
な
ど
は
殊
に
価
値
高い
資
料何
と
考へ
得

る
ゃ
う
で
あ
り
ま
す 。

江
戸
時
代
及び
そ
れ
以
後の
辞
書
に
つ
い
て
は 、
色身
性
格
も
違
ひ
ま
す

か
ら 、
今
回
は
省
略
す
る
こ
と
に
し
ま
す 。

古
辞
書
穎の
研
究
は
今
日
ま
で
主
に
書
誌の
研
究に
止
まっ
て
を
り 、

古

辞
書
嗣酬
が
国
語
史研
究に
活
用さ
れ
る
の
は
主
に
今
後の
問
題
で
ら
ふり
ま

す 。
そ
の
基
礎
作
業
と
し
てY
先づ
第一
に 、
原
本の
複
製 、
索
引の
作
成

が
強
く
要
望
さ
れ
る
こ
と
を
申
し
添へ
て 、
こ
の
稿を
結び
ま
ず 。

醤

①
中
岡
鼠
夫
先
生
御
教一
示
。

@
川
瀬
一

馬
氏
一
現
存
「
日
也市
感
震
鋒」
に
就
い
て
一

(
日
本
書
誌
学
之
研
究

所
収
〉

参
照
。

@
渡
辺
修
氏
一
一拍
車棋
名
義
抄
の
失
抗日
の
性
絡
」(
国
語
学
会
研
究
発
表
会
、

昭

和
二
十
七
年
十
月)

④
字
野
つ
ろ
子
氏
「
節
用
文
字
の
佐
世
」(
国
語
、ζ
同
文
学
二
十
六
ノ
七
〉

⑤
節
用
集
の
容
箆
学
的
研
究
に
つ
い
て
氏
、

橋
本
議
士口
博
士
〈
上
回
万
年
博

士
、と
共
著)
「
古
本
節
用
集
の
研
究
」

及
び
山
田
忠
雄
氏
「
橋
本
博
士
以
後

の
節
用
築
研
究」
(
国
語
学
第
五
経〉

に
詳
し
い
。

O
な
ほ
古
辞
書
全
般
に
つ
い
て
口
、

方
の
「
古
本
節
用
集
の
研
究
一

の
中
に

諮
切
な
概
設
が
あ
り、
叉、
山
田
孝
雄
博
士
「
国
語
学
由民←

に
は
体
系
的

に
整
備
さ
れ
れ
詳
論
が
見
ら
れ、
叉、
関
岡
希
雄
氏
も
こ
の
方
商
に
関
し

多
く
の
有
盆
な
論
考
た
発
表
し
て
居
ら
れ
ま
す
(
岡
田
希
雄
氏
発
表
文
目

録γ
国
語・
国
交
十
三
ノ
四
〉。
更
に
叉「

隷…
日
文
本
学
大
辞
典
」
(
新
潮
社)

の
記
事
ハ
和国
岡
次
郎
氏、
山
岡
忠
雄
氏、

山
田
俊
雄
氏
鯵
執
筆
〉

L
崎明
細
で

あ
り
ま
ず
か
ら
、

有
志
の
方
は
こ
れ
ら
の
文
献
た
多
照
さ
れ
る
こ
k
b
望

み
ま
す
。
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